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５月２０日（水）の定例会は、図書館職員の皆さん、新図書館準備室の皆さんを交えて行いました。今回の例会に先だち、4月２４日に考える会より図書館に提案及び要望を行い、それについての回答をいただきながら懇談しました。
· 館長より現段階での図書館に対する展望や理念　　

　　図書館はただ本を貸すだけのところではない。サービス業であり接客業だと思う。かなり気を遣うことも多い。「来やすい、入りやすい図書館」というところか。今度川上村の図書館の視察に行くが、まだ他の図書館も見ておらず分からないことが多い。←　図書館視察や研修を受けて考えたことなど、もう少し具体的に館長さんの図書館像をお聞かせいただくようお願いしました。
· 市内の小中学校や御代田や軽井沢、佐久などと市立図書館とのネットワーク化をして欲しい。
1） 市内小中学校と市立図書館のコンピューターネットワーク化について

現在のコンピューターのシステム更新の22年度に向けて、新図書館準備室と学校図書館司書部会が話し合いを続けている。
←　小中学校とのネットワーク化については市立図書館も話し合いの場に加わり、その様子や進捗状況を知らせていただくようお願いしました。
2） 市内小中学校とボランティアグループ等とのネットワークについて

←　現在特定の学校にしかいない読み聞かせボランティアですが、他の学校にも希望があれば入れるように図書館にコーディネーターの役割をはたしてもらいたい。このことについての図書館の考えをお聞かせいただくようお願いしました。
3） 佐久広域のコンピューターネットワークについて

←　まだ検討されていないようですが、ワークショップでの要望事項でもあるし、先の建設準備委員会でも話題にのぼりました。ぜひ実現していただきたいので、館長さんに佐久などの地域ネットワーク化について他の図書館長さんとコンタクトを取っていただくようお願いしました。
· 児童室の絵本の配置を日本と外国に分けて欲しい。

児童室の係で話し合い、書名の配置は五十音順、またシリーズ本についてはひとまとめにして分かりやすく置くという話はしている。←ボランティアもお手伝いしますので次回は具体的にどのように動くか案の提示をお願いしました。
· 書庫のパンク状態の改善をお願いしたい。各地区の公民館とのネットワーク化も考えて欲しい。

現在文化センターの図書室に除籍という形の本を置かせてもらっている。文化センターより地域の分館に図書配本の希望を取ってもらっているはずだが、詳細は不明。また試験的に、除籍せず箱詰め
にして処理している本が検索できちんと探し出せるということを確認した。今後は箱詰めを進めていく予定。文化センターに渡した後の本の分配先は、文化センターに任せてあるので分からない。

←　次回、生涯学習課課長に各地区の公民館とのコンタクト状況を確認します。
←　地区の分館と図書館とのネットワーク化についてどのように考えているか実現可能な方法はあるかなど意見を伺いたい。
＊　パソコンを1台入れて欲しい。
市役所玄関に2台あるが、1台を図書館に入れてみる予定。ただ、ある利用者が独占するような状況が出てくるとまずい。やってみないとどうなるかわからないが、設置することを検討中。


· 図書館のホームページにもっと情報を載せるよう改善をして欲しい。
現在準備室のページには随時出来事を載せている。図書館のホームページについては担当を決めて始めている。←　楽しいホームページが出来るのを待っています！
· カーテンやソファなど古くなった備品の修繕や取替えをして欲しい。

←　カーテン・ソファについては早速取り替えや修繕をしていただきました。拡大鏡も入りました。ありがとうございます！！
· お勧めの本などパンフレットを作って欲しい。

　　「図書館便り」を作成する予定。←　楽しみに待っています！！
　
· 閉館前にお知らせの音楽などが欲しい。

ラジカセと音楽については準備できているので、「閉館時間です。」の放送などはせずに近々試験的に閉館３分前に音楽だけ流してみようかと考えている。

←　この回答については、何分前が良いか。音楽だけが良いか、そもそも音楽を流すべきかなど再度検討して頂くことになりました。
· 広く利用者のアイデアや意見を取り入れられるように「利用者の声」コーナーを作って欲しい。←　やってみていただくことになりました。

☆小諸図書館を考える会ブログもご覧ください。http://blog.canpan.info/221/archive/
次回　小諸図書館を考える会 


　　　６月２６日（金）13時30分～　小諸市立図書館


　　　　　※ 図書館職員の皆さんとの懇談を予定しています。


どなたでもお気軽にご参加ください。
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